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折しも開発金融の関心も、マクロ経済の安
定などの政策の視点から、組織、企業や家
計などの経済主体に焦点があてられ、ミク
ロレベルでの研究へと移っていた。最も顕
著なものが、マイクロファイナンス研究の
進化といえる。マイクロファイナンスは古
くから、貧困削減の手段として多くの国で
採用されていたが、その評価は成功した逸
話を紹介することにとどまっていたため、
正しい評価がされずにいた。そこに政策の効果を正確
に測る計量経済学の技術の向上によって、実践が先行
していたマイクロファイナンスに学術研究が追い付き、
行動経済学や実験経済学の登場によりマイクロファイ
ナンスは実践と学術研究が手を携えながら拡大して
いったといえる（参考文献③）。
●金融包摂とフィンテック
そして今、金融そのものに大きな変化が生じている。
2017年、代表的な仮想通貨ビットコインは疑心暗鬼に
包まれつつ価格は急騰し、その後も乱高下している。
日本では2017年4月の改正資金決済法で仮想通貨が法
的に明確にされ、世界では先物市場への上場や大手銀
行の参入検討により、一部利用者の特殊な世界から、
通常の金融へと取り込まれつつある。日本ではもっぱ
ら投機の対象として話題をさらっているが、仮想通貨
は、通貨とは信用とは何かという根源的な問題を問い
かけ、パラダイムシフトをもたらす。英国のイングラ
ンド銀行をはじめとして各国の中央銀行でも自らが発
行するデジタル通貨の研究が進んでいる。たとえば、
アラブ首長国連邦（UAE）とサウジアラビアは、ブロッ
クチェーンの技術を用いて試験的にデジタル通貨を発
行し、両国間の決済や送金に利用すると発表するなど
デジタル通貨の可能性は世界中で模索されている。
一方、発展途上国でフィンテックは福音となるのだ
ろうか。今、世界は金融包摂（financial inclusion）と
いう言葉のもとで、あらゆる人の金融アクセス向上を
目指している。貧困撲滅を目指して世界中に広がって
いるマイクロファイナンスが解決しきれずにいる「本
当に貧しく必要な人に資金が届いていない」というア
ウトリーチの問題が、フィンテックの登場によって解
決されるかもしれないと期待が寄せられている。
すでに、スマホや携帯を使った金融サービスは、こ
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図1　外国直接投資（FDI）流入額および対外債務残高推移
（出所）世界銀行。
